
徐々に広げ、日本語によるコミュニケーションカを高めていけるのです。

また本書のもう一つの目標として、段落構成力を身につけることがあります。初級から〈 1 文→

羅列文→段落〉と「固まりで話す」ことを慈識しました。一般的に初級の学習では 1 文または 2文

程度のやりとりが中心になっていますが、本害では、できるだけ文と文をつなぎ、「ある程度の長

さで自分のことや自分の考えを伝えることができる」ようになることを目指しています。

本シリーズを通して学習していく中で、学習者は日本語で「自分のこと／自分の考えを伝える」

「他者と伝え合う・語り合う」ことの楽しさを十分に味わうことができるでしょう。

本杏は、数年にわたって試用を重ね、多くの学習者や先生方の意見を吸い上げながら、 6 年と

いう年月をかけて練り上げてきました。まさに「現場で生まれ、現場で育てられた、学習者と現

場教師のための教科書」と言えます。その長い期間を支えてきたのは、「学習者主体／接触場面研

究／〈今、ここで〉の場の共有」の考え方をとおして「人とつながる力を養成すること」に他なり

ません。さらに、日本語教師と、アルクと凡人社という 2つの出版社のスタッフが一緒になって

「これまでにない新しい初級教科書」を模索した結果であることを付け加えておきます。異なる

分野の人々が大勢かかわることで、多様な視点・モノの見方を入れ込むことができました。

新しい教科書を使うには大きな勇気がいりますが、新たなチャレンジは「大いなる飛躍」を生

み出します。新しい考え方で作られた「できる日本語」シリーズを使って教えることで、日本語

教育がますます楽しくなること間違いなしです！ ぜひ手に取って、実践の楊で使ってみてくだ

さい。

教科書が変わると、教師が変わる

教師が変わると、学習者が変わる

2011 年 3 月

著者一同




































